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　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

56

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

令和6年3月28日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和6年2月27日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

熊本市中央区南熊本三丁目１３－１２－２０５

1  自己評価及び外部評価結果

法人名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 グループホーム城南スマイルは熊本市南区城南町にあり、近隣には大型スーパーや商店街がある開所11年目の
グループホームです。設備については快適な生活を送ることができるように地熱を利用した床暖房を完備し、年間
を通して心地よい空間と自然の光の中で過ごせるよう採光にも工夫した明るい建物になっています。昨年まではコ
ロナ禍で自由にならないことの多い日々を送られ、利用者や家族のストレスが大きかったと思いますが、一人一人
の意思を尊重しながらできる限り自由な暮らしをしていただけるよう職員全員が努力してきました。日々のレクリ
エーションでは基本的に利用者全員参加で体操、頭の体操、歌等で楽しみのあるグループホームでありたいと思っ
ています。今後もコロナやインフルエンザ等の感染症対策をしながら、安心安全な生活を送ることができるよう職員
一丸となって頑張ってまいります。

事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和6年2月6日

4390101261

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
住宅街の中に開設して11年という経年に、管理者の変更という過度期や重度化傾向にある中で、入居
者本位を念頭に置きながら、コロナ禍で制約のある生活から買い物等に出かける等少しずつ本来の
生活に工夫しながら支援している。日常生活の中で入居者のできる事を大切に残存能力を引き出し、
朝の掃除やめだかの餌やり等を日課とする等“個”に注視した生活と、集団ケア（全員でのレクレーショ
ン等）による楽しみのある日常を支援している。管理者を中心とした日々のケアの中での話し合いがケ
ア向上として生かされ、感染症を言い訳にしないとして、毎月職員との合議により新たな体制にすると
意欲的な姿勢で臨んでいる。法人施設や医療との連携は、入居者及び家族の安心に繋がり、これまで
築き上げてきた地域の中で、ゆったりと和やかな生活を支援するホームが形成されている。

基本情報リンク先

所在地

特定非営利活動法人　あすなろ福祉サービス評価機構

所在地

評価機関名

http://search.kaigo-kouhyou-kumamoto.jp/kaigosip/Top.do

1 あすなろ福祉サービス評価機構

http://search.kaigo-kouhyou-kumamoto.jp/kaigosip/Top.do


事業所名：グループホーム城南スマイル （うららユニット）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

書面での会議ではあるが、運営推進会議を
中心にして、認知症の方の理解を深める活
動を行っている。

今年度も昨年度に引き続き、コロナ禍で実
際の会議ではなく書面ではあるが、運営推
進会議を原則2ヶ月に1度開催し家族や地域
包括支援センター、民生委員に郵送し報告
を行っている。

感染症の状況を見ながら、書面審議や対面
での開催としている。運営推進会議の中で入
居者の現状や入退居、職員体制等を報告
し、区長により城南地域の防災体制等も発信
される等有意義な会議となっている。参加の
無い家族には報告書を郵送する体制として
情報を発信している。

運営推進会議の参加有無を書面で
案内されている。案内状の中に不参
加の場合には要望や意見、気づか
れたことなどを記してもらう等検討い
ただくと良い。更に活発な話し合いに
繋がることと期待したい。

「利用者本位～常に相手の立場に立って」と
いう理念の下、各職員が利用者の立場に立
ちながら「自分がされて嫌なことは相手にも
しない」という気持ちで日々の仕事に取り組
んでいる。

理念や行動指針を運営推進会議の中で明確
に示し、常日頃から職員が確認することでケ
アに反映させるとしている。利用者本位を念
頭に置き、意思疎通が困難な状況であっても
“本人本位”になるよう検討する等理念を具
体的な支援に繋がるよう振り返る機会を作っ
ている。

昨年までコロナ禍で地域の行事も中止に
なっていて、地域との交流が上手くできてい
ないのが現状である。昨年10月22日には町
内の清掃活動に参加させていただき、昔の
思い出話を聞くことができた。

地域の方々との交流は難しい状況にある
が、徐々に地域のスーパーでの買い物や地
域の清掃活動に参加しながら交流に努めて
いる。近くの住民からの支援（古新聞を継続
して置いてくださっている）に人とのつながり
の大切さを実感することができたと新管理者
は振り返っている。町の夏祭りも再開され、
花火大会はホームで楽しんでいる。

自治会に加入し、回覧板により地域
の情報をリサーチし、地域へ出なが
ら交流されている。入居者も高齢化
傾向等も見られ、感染症の状況を見
ながら、ホームに立ち寄ってもらえる
ような工夫（行事等も含めて）に期待
したい。

自己評価および外部評価結果
外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

2 あすなろ福祉サービス評価機構



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を
払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

入居時には契約書、重要事項の説明を行
い、ご家族の納得の後、同意をいただいて
いる。できるかぎり分かりやすく丁寧な言葉
で説明し不安なく入居していただくようにして
いる。

短い時間ではあるが、玄関先での面会も可
能になってきており、面会時に意見や要望も
お尋ねするようにしている。

コロナ感染症のみならずインフルエンザ等に
より法人の指導のもと面会時間や方法等を
変更し、家族の訪問時に状態を報告し家族
から要望等を聞き取りしている。運営推進会
議資料の送付に合わせ、ホームから一筆し
たため現状を報告する他、電話でのやり取り
により意向等を収集している。

ホームページの作成を法人に上申
し、作成に向け進行中で有り、家族
へ向けた情報を発信として大いに期
待される。高齢化傾向にあり、家族と
の交流機会なども検討頂きたい。

職員研修において、高齢者虐待とは身体的
なものだけでなく、心理的・金銭・介護放棄
も虐待の一種であることを学んだ。

成年後見制度を利用されている入居者もお
られ、管理者だけでなく各職員も成年後見
制度を学ぶ大切な機会となっている。

城南地区地域連携会議に参加させていただ
きながら、他グループホーム、行政とも積極
的な交流を行っている。

地域包括支援センター開催の会議への参加
やグループホーム連絡協議会の中で保健師
によるコロナ感染に対する予防対策等を指
導して貰う機会としている他、この会議が地
域の情報をリサーチする機会に繋げている。
行政から在宅生活困難者の相談による入居
等もあり協力関係が築かれている。

基本的に身体拘束をしないという考えで、定
期的に身体拘束委員会を開催している。玄
関については利用者の安全を守るため、不
審者の侵入を防ぐためのものとして目的を
間違わないようにしている。

身体拘束適正化委員会の中で、事例をもと
にした話し合いや資料を活用しながら身体拘
束及び虐待について学びを深めている。外
出傾向の高い入居者対応として家族にも協
力をお願いしたケースなど入居者個々の状
況を把握して拘束や虐待のないケアに努め
ている。

3 あすなろ福祉サービス評価機構



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

入所前の施設見学時に不安や要望を話せ
るような雰囲気作りに努めている。まずは相
手の立場に立って傾聴し安心して入居して
頂けるようにしている。

様々な職員研修を通して、職員一人一人が
能力の向上を目指している。管理者は12月
に「人生会議セミナー」に参加し、苦しんでま
で長生きすることについて考えさせられた。

城南地区の連携会議に参加させていただ
き、情報交換や意見交換を行い、サービス
の向上に取り組んでいる。

日々の業務において職員からの意見や提
案をできる限り話しやすい雰囲気作りに努
めている。

日々のケアの中で管理者を中心として話し合
い等、職員が言い出しやすい雰囲気作りに
努めている。年2回、法人の次長、管理者と
職員との面談により意見や要望等を聞き取り
している他、ハラスメント指針等も掲げながら
職員の働きやすい環境作りに努めている。6
年度はコロナを言い訳にしないとして、毎月
会議を行う意向である。職員全員で話し合
い、合議で決定するとしており、全員のモイ
ベーションにつながることと期待される。

人事考課を年2回行うことによって職員の思
い、意見やアイデア、努力を確認しやりがい
を持って仕事を行っていけるように努めい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

昼間はできる限りリビングで過ごしていただ
いている。毎日のレクリエーション時には声
かけし、利用者皆で体操等をしながら楽しむ
ようにしている。

状態変化時だけでなく、他のことについても
家族と連絡を取りながら情報の共有に努め
ている。感染対策で短時間での面会ではあ
るが、家族との触れ合いを大切にしている。

両親や兄弟、近所の方等との昔の思い出や
友人との話などには傾聴するよう心がけて
いる。昔の写真を持参されている利用者も
おられ、写真を見ながら昔を思い出されてい
る。

ホームそのものが馴染の場所にある入居者
には歩いて面会に訪れる家族や、長年の友
人からの手紙、外国の親友からの手紙等馴
染みの人との関わりが継続されている。これ
までの生活の沿線として花植えを職員と共に
行う入居者や、自宅でのペットの代わりにメ
ダカの餌やり、アルバムを持参し昔を偲ぶ入
居者等馴染みの場所へ出かける事は難しい
が、今出来うることで支援している。

まずは環境の変化に伴うことによる生活に
慣れていただくようサービスの提供に努め
る。その後は課題として優先順位を見つけ
ながらサービスの提供を行っていく。

本人の意思を尊重しながら、出来る限り自
由に過ごして頂けるようにしている。できるこ
とはしていただき、グループホームとしては
家庭環境に沿った生活を支援するという立
場をとるようにしている。

入所前に面接、契約時の家族との面談によ
り家族の困りごと、悩み事、今後のことにつ
いて耳を傾けながら支援を行っていく。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

仕事に入る前には介護記録を確認するよう
にしている。介護記録には何をしたかだけで
なく、利用者の様子も記録するようにしてい
る。

介護記録を参考にして、最近の本人の状態
や言動を把握しながら、ケアの実践に努め
ている。

毎日の生活状況を観察し、また家族の意向
を踏まえながらその時にあった介護計画を
作成している。

入居者のできることを大切にしながら、残存
能力を生かし、ホームでの生活を長くしてい
きたいとした思いをプランに組み入れることに
焦点を当てるとともに、家族には電話にて意
向の確認やサービス内容を報告している。
3ヶ月毎のモニタリングによりプラン継続の可
不を見極め、介護認定更新時や退院後の見
直し等により現状に即したプランを作成して
いる。

一人一人利用者としっかり会話をしながら、
信頼関係作りに努めている。本人からの希
望を聞き取ることが困難な利用者に対して
は、家族からのアドバイスを参考にしてい
る。

職員は日々の関わりの中で意向等を聞き取
りし、意思疎通の困難な場合には、職員から
分かりやすく話しかけ、発語困難な方には
“はい・いいえ”で答えられる様な質問の仕方
や表情・仕草、うなづき等を意思として捉える
等入居者の思いをくみ取る努力をしている。
入居者の中には『健軍商店街・鶴屋に行きた
い』等の希望も出されているようである。

入所前の本人、家族との面談、情報提供書
により、これまでの生活環境、生活歴を聞き
取り、サービスの提供を行っている。

入院退去された場合でも医療連携室や家族
との情報交換を行い、必要であれば法人全
体のサービスも視野に入れた支援を行って
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援してい
る

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。あ
るいは、そうした場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている。

毎日の状態観察、バイタル測定により、利
用者の状態変化時には看護師の報告し、異
常時の早期発見、早期対応に努めている。

入院時には病院の医療連携室と連絡を取り
ながら、情報共有ができるようにしている。
状態安定時にはできる限り早期の退院を目
指し対応している。

コロナ禍においてなかなか地域との交流も
困難であったが、時折運営推進会議の資料
を区長、民生委員に持っていき、交流を行っ
ている。

かかりつけ医は本人、家族の希望を取り入
れている。かかりつけ医とは情報交換もでき
ており、良好な関係が築けている。

本人・家族の意向を尊重し、協力医療機関を
かかりつけ医とする場合には職員が受診を
対応し、家族の希望先のクリニックは家族対
応としているが都合によりホームでも対応し
ている。家族の健康で安全に暮らして欲しい
という希望に、かかりつけ医との連携や職員
の日々の状態観察により異常の早期発見に
繋げている。歯科は訪問により希望や職員
が必要と判断した場合、家族に相談し治療を
受けてもらっている。

定期受診の結果により何も異常など
が無ければ報告はしていないとの事
であり、毎月の報告書の中に健康面
や受診等の項目を設ける事で家族
の安心に繋がると思われ、検討頂き
たい。

できる限りその方の希望に沿った対応を心
がけている。買い物代行や通院を行ってい
る。時折隣のユニットで過ごしたいという利
用者にとっては環境の変化も良い気分転換
にもなっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組
んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

消防訓練を年2回実施している。実際に利
用者をグループホームの外に誘導すること
により、緊張感を持ちながらの訓練を行えて
いる。

春と秋に消防点検を計画し、それに合わせて
訓練を実施している。昨年10月には入居者も
避難を体験し、3月には2回目の訓練が予定
されている。BDPについては本体で策定され
たものを参考にしながら現在進めている。感
染症対応の備蓄と、食料については水、米、
缶詰は常に備えている。運営推進会議の中
で区長により地域の防災体制については情
報を得ている。

地域との協力体制の構築やチェック
リストに沿った備蓄の確保や、防災
の日などに実際食備蓄を食してみる
ことも良いと思われる。防火対策とし
てコンセントの埃などチェック表を活
用した安全点検とホームでは夜勤専
従者も多いことから、専従者の訓練
への参加など検討が必要と思われ
る。

グループホームでできること、できないことを
契約時には説明している。入居後の初めて
の協力病院受診時には家族に同席していた
だき、主治医と家族、管理者で急変時の対
応の確認をしている。

契約時にホームの出来る事、出来ない事、母
体法人の特養や医療機関の存在を伝えてい
る。Ｒ現在、ホームでの看取り支援体制は
整っておらず、その方の状態に応じて家族の
意向や急変時の対応について書面で確認し
ている。昨年、継続した医療支援が必要とな
られた方のギリギリまでを支援している。管
理者は高齢の入居者であり何時急変という
事もあり得る事から、今後も可能な限り、家
族の訪問や入居者と接する機会を支援して
いきたいとしている。

入居者対応マニュアルで事故発生時に対応
できるようなマニュアルもあり、職員それぞ
れが事故発生時に対応できるようにしてい
る。緊急連絡網も作成している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

利用者自身で衣類を選択できる際には、利
用者自身に衣類を選んでいただいている。
また外出時には外出にあった衣類を選ぶこ
とにより気分転換を図っている。

利用者が自分の気持ちや思いを気軽に言
えるような雰囲気作りに努めている。

毎日の日課は大体決まっているが、利用者
自身が自分のペースで過ごしていただくよう
にしている。起床時間や食事時間等もそれ
ぞれの利用者の合わせるようにしている。

「自分がされて嫌なことは相手にもしない」と
いう気持ちで職員各々が利用者に接してお
り「利用者本」の理念の下、利用者を尊重し
ながらケアを行っている。

「利用者本位」の理念にそい、職員は入居者
の尊厳に配慮したケアに努めている。呼称は
苗字を基本としているが、本人の希望で下の
名前でも対応し、入浴時の同性介助への希
望があれば応じている。身だしなみやおしゃ
れの支援につては、これまでの習慣や希望
に沿って支援しており、お化粧をされる方、髭
剃りを自分でされる方や職員の支援も行わ
れている。個人情報の使用について、現在は
口頭で説明、同意を得ているが、今後は書面
で行いたいとしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行って
いる

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

立位可能な利用者は、定期的にトイレ誘導
をしている。排泄の意思が見られない利用
者であっても、トイレ誘導を行い、排泄を促し
ている。

日中は全員トイレへの声掛けや誘導が行わ
れており、リハビリパンツが殆どであるが、布
パンツで過ごす方もおられる。夜間は誘導と
パット交換を支援し、昼夜ポータブルトイレは
使用されていない。排泄用品を家族が購入し
持参される方には、現状やサイズなどを伝え
ている。

排泄チェック表を用いて、排泄の回数、量の
確認を行っている。排便コントロールが上手
くいかないときには、医師に相談、助言をい
ただき、下剤の使用や水分・お茶の促し、身
体を動かすように心がけている。

できる限り利用者の好みに合った食事を提
供している。食事摂取量に応じて栄養補助
食品の提供も行っている。水分についても
お茶だけではなく、時折ジュースを提供し、
水分摂取量確保に努めている。

毎食後、利用者全員口腔ケアを行ってい
る。義歯を使用されている方については毎
夕食後に義歯洗浄剤にて消毒を行ってい
る。

誕生日やイベント時には特別なメニューを提
供し利用者は喜ばれている。利用者の嚥下
状態によってはお粥やミキサー食等食事形
態を変更し安全な食事提供に努めている。

献立は立てず、その日の食材を見ながら、昼
食は専任者を中心に、夜間は調理済みの主
菜・副菜を活用し、他（ご飯・汁物など）を職員
が調理している。食形態やスプーン及び箸の
使用等職員がケアの状態から意見を出し合
い適切な対応ができるようにしている。入居
者はテーブル拭きや茶わん洗い、お茶を注ぐ
などの他、梅干しづくりを一緒に精を出されて
おり、朝食の一品として提供されている。職
員1名が検食者として同じものを摂っており、
入居者の意見と一緒に反映できるように努め
ている。

ホッとケーキなどおやつ作りの機会
が持たれており、今後も入居者と一
緒に食を楽しめる機会を支援いただ
きたい。夕食には調理済みの料理を
活用しながらも、手作りの汁物を添
えることで喉越しの良い食事が出来
ていると思われ、継続した取組に期
待したい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。又、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよ
うに支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

コロナ禍で外出行事が難しい状況であった
が、近隣の道の駅に行ったり、コスモス見学
では気分転換を図ることができた。受診時
にドライブを兼ねることもある。

コロナ5類移行後、十分な感染予防対策を施
しながら地域スーパーなどへの外出は実践
されている。回覧板の持ち届けは、散歩や入
居者の役割を兼ねた外出の機会として支援
している。ドライブを掛けた受診や地元の夏
祭りが開催されたが、まだ人混みへの配慮
から現地での観覧は避け庭先から打ち上げ
花火を眺める等現状で出来る外出を支援し
ている。

家族も以前のように帰省や外食など
外出の要望もあろうかと思われ、
個々の希望を含め、感染症の状況を
みながら家族の協力を得ながら外出
を支援されるよう期待したい。

原則利用者一人一人現金を預かっている。
個人で管理されている利用者、また家族管
理の利用者もおられる。生活必需品等あれ
ば、買い物支援、代行を行っている。

個人ファイルに利用者個々の内服説明書を
保管しており、職員各々が確認できるように
している。薬を配薬するときには名前と顔を
見て確認しながら服薬介助を行っている。

軽体操や頭の体操、風船バレー等で身体を
動かしている。また毎日の日課として洗濯物
たたみを競ってされる利用者もおられる。

入浴は週3回予定している。体調不良や拒
否がみられた際には時間や日程の変更に
て対応している。入浴剤を使用し、香りを色
彩を楽しんでいただいている。

入浴は週3回を基本として、汚染時には適宜
対応し清潔保持に努めている。入浴を楽しみ
にされている方もおられるが、拒否が強く職
員も検討しながら工夫しているが、間隔が大
きく空いてしまう方もおられるようである。現
在、ボイラーが故障のため、機械浴が備わっ
たユニットでの入浴としている。湯船に浸かる
事が困難の方は、機械浴よりもかけ湯、足浴
をしながらシャワー浴を好まれるようである。
香りや色を楽しめるよう入浴剤も使用してい
るが、皮膚が弱い方には控えている。

入浴は強制ぜす、本人の希望に応じ
て対応されており、入浴拒否に家族
も含め声掛けの仕方や誘導等等検
討されている。今後もどんな背景が
あり、どういう事ならば気持ちよく入
浴をされるのか検討頂きたい。浴室
は清潔に管理されており、シェー
バーについては安全面に配慮した保
管が望ましいと思われる。

利用者一人一人の生活習慣に合わせて起
床、食事、就寝等の時間を臨機応変に対応
している。眠れないときには職員と会話した
り温かい飲み物を提供し安心して眠ることが
できるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

大体の利用者の座席も決まっていて、仲の
良い利用者で会話したり、テレビ視聴をされ
ている。日中はリビングで過ごされている時
間を多くしているが、昼食後の休息時間も取
り、自由に過ごされている。

本人が使い慣れた布団や家具を持ち込み、
落ち着いて安心した雰囲気の中で生活がで
きるようにしている。また家族の写真を飾っ
ている利用者もおらる。

本人にとって安心して過ごせる居室となるよ
う、使い慣れた寝具や家具、小物などの持ち
込みを依頼している。備わっているタンスや
衣装ケースでは収納が足りない場合は、家
族が新たにケースを持参されている。思い出
のアルバムを持参し昔の事を思い出しながら
手にする入居者に職員はゆっくり耳を傾ける
ようにしている。テレビを持ち込まれた方も多
く、時代劇やスポーツ（大相撲など）観戦を楽
しまれている。平屋の造りであり、窓から室内
を確認する事ができることは入室を控えてい
る家族の安心につながっている。

居室入り口には季節に応じ職員が
名札プレートを制作し掲げている。居
室へ入る事が制限されており、この
取組を家族へ紹介されることも良い
と思われる。

お正月や誕生日などのご家族から電話がか
かってきて、本人と話され喜ばれている。手
紙が届いた際には封を開け、読んでいる。

高気密高断熱、地熱利用の建物であり、一
年を通して過ごしやすい室温に保たれてい
る。リビングの天井も高くなっており、採光に
も工夫のある明るいイメージの建物になって
いる。壁面には季節に応じた写真を飾って
いて、利用者の笑顔が写っている。

年間を通して過ごしやすい室温が保たれる
設備が整っているホーム内は明るく、玄関先
には入居者と一緒に植えた花苗のプランター
などが来訪者を迎えている。毎月の壁面など
は双方の職員がアイディアを活かし、入居者
と一緒に作成されている。玄関に飾られた雛
飾りの横には草花（菜の花）を添える等職員
の心配りが窺える。入居者も「あ～きれいか」
と言いながら眺めておられた。リビングは食
事やレクレーションなど活動の場であり、掃
除や換気を徹底しており、入居者も朝の掃除
を日課とする等居心地よく過す環境に努めて
いる。

原則利用者一人一人現金を預かっている。
個人で管理されている利用者、また家族管
理の利用者もおられる。生活必需品等あれ
ば、買い物支援、代行を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

居室前に名札、トイレ、浴室の案内掲示等、
利用者が建物内部の状況を把握することが
できるようにしている。

本人が使い慣れた布団や家具を持ち込み、
落ち着いて安心した雰囲気の中で生活がで
きるようにしている。また家族の写真を飾っ
ている利用者もおらる。

本人にとって安心して過ごせる居室となるよ
う、使い慣れた寝具や家具、小物などの持ち
込みを依頼している。備わっているタンスや
衣装ケースでは収納が足りない場合は、家
族が新たにケースを持参されている。思い出
のアルバムを持参し昔の事を思い出しながら
手にする入居者に職員はゆっくり耳を傾ける
ようにしている。テレビを持ち込まれた方も多
く、時代劇やスポーツ（大相撲など）観戦を楽
しまれている。平屋の造りであり、窓から室内
を確認する事ができることは入室を控えてい
る家族の安心につながっている。

居室入り口には季節に応じ職員が
名札プレートを制作し掲げている。居
室へ入る事が制限されており、この
取組を家族へ紹介されることも良い
と思われる。
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令和 5 年度

【事業所概要（事業所記入）】

社会福祉法人　嘉悠会

グループホーム　城南スマイル　(にじユニット)

熊本市南区城南町下宮地397-2

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○ ○

○ ○

○
○

○ ○

○

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

熊本市中央区南熊本三丁目１３－１２－２０５

訪問調査日 令和6年2月27日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

事業所名

所在地

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://search.kaigo-kouhyou-kumamoto.jp/kaigosip/Top.do

評価機関名 特定非営利活動法人　あすなろ福祉サービス評価機構

所在地

4390101261

令和6年2月6日 評価結果市町村受理日 令和6年3月28日

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 開所１２年目のグループホーム城南スマイルは肥沃な水田地帯と大型スーパーや商店街を有する城南町の中枢を
担っている隈庄地区の住宅街の一角にあります。地熱を利用した床暖房を完備しており高気密高断熱工法により
年間を通して心地よい室温で快適に過ごすことができます。リビングの天井も高くなっており、自然の光の中で過ご
すことができるよう採光にも工夫をした建物にもなっています。近隣には同法人の地域密着型特養と協力病院があ
り医療面や緊急時の協力体制が整っています。低額での利用料金設定となっており、どなたでも利用しやすく、ま
た入所された後も入居者の皆様それぞれが自分の意思で自由に過ごされています。グループホーム特有の家庭
的な雰囲気作りに努め毎日利用者様、職員の笑顔が絶えない場所になっています。利用者一人一人とゆっくりと関
わる時間を大切に有意義な時間が過ごせるよう今後も支援を続けてまいります。

法人名
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事業所名：グループホーム城南スマイル（　にじユニット）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

運営推進会議の資料をご家族だけでなく、
地域包括支援センターにも郵送している。民
生委員には直接自宅まで届けることにより、
顔なじみの関係を築けるように努力してい
る。

身体拘束委員会を開催し、身体拘束におけ
る負の側面も考慮しながら、ケアに取り組ん
でいる。

運営推進会議（書面）を活用しながら、認知
症の方との接し方、特徴などを発信する活
動を行っている。

運営推進会議ではグループホームでの活
動や行事内容を報告し、日常の生活が伝わ
るようご家族、関係者様に資料を送付してい
る。

常日頃から職員の目につく場所に「理念」を
掲げることにより「利用者本位～常に相手の
立場になって」仕事を行っている。

昨年までコロナ禍で地域との交流は困難で
あった。徐々にではあるが地域との交流も
できるようになってきており、昨年10月は地
域の清掃活動にも参加させていただいた。

自己評価および外部評価結果
自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

昨年までは外部研修の参加ができていない
状況であったが、今後は積極的に参加して
いきたい。管理者は12月に「人生会議セミ
ナー」に参加、考えさせられることが多い研
修であった。

日々の会話、申し送り等で意見やアイデア
を言い出しやすい職場旁を目指している。ま
た職員と管理者が個別に話をする時間を設
け、総合的な悩みや意見の把握に努めてい
る。

年2回、職員全員で自己評価を行い、各職
員の目標、評価を記載し、達成状況によっ
て賞与等に成果として反映されている。

初めての見学、入居前の雰囲気作りを大切
にし、ご家族、本人と面談を行いながら、で
きる限り不安や疑問点の解決に努めてい
る。できるだけ丁寧な説明をし、安心・納得
の上で入居の手続きを取らせていただいて
いる。

利用者との日常的な会話の中から利用者
の意見や要望を聞くことも可能である。ご家
族には感染症対策で短時間ではあるが面
会時、及び電話連絡時にも情報交換を行っ
て要望を聞けるようにしている。

施設における虐待がニュースに取り上げら
れることもあるが、職員間でなぜそのような
虐待が起きるのか、どうすれば予防できた
のかを常日頃から話し合う機会を設けてい
る。

権利擁護について、施設、法人にて勉強会
を行い、知識の向上に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族へこまめな状態報告を行うことによ
り、利用者との関係が疎遠にならないように
している。またご家族と利用者が気軽に電
話などが取り次ぎできる環境を作っている。

昔からの友人・知人との関係維持に努めて
いる。写真などを持ってきている利用者もお
られ、昔の事を思い出しながら話されるとき
には職員が耳を傾けて聞いている。

必要と思われるサービスを本人、ご家族と
十分話し合ったうえで、「その時」だけでなく
将来までのサービスを視野に入れながら、
どのような支援が必要なのか考えている。

毎日利用者が穏やかな気持ちで過ごせるよ
うアットホームな環境作りに努めてる。家庭
での生活に少しでも近づけるような支援を
行っている。

入居前に本人、ご家族との面談を行い、本
人のADLや性格、生活歴等の情報収集に努
めている。入居後も本人、ご家族が施設と
話をしやすい環境作りに努めている。

ご家族との面談を密にしながら、納得される
まで説明することにより、本人だけでなくご
家族も安心して利用できるよう心がけてい
る。

原則3か月に1度開催される地域のグループ
ホーム連絡会に参加し、ネットワークつくり
や情報交換の貴重な場となっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

バイタル・食事量・排泄等の身体状況及び
日々の様子、変化等を記録しいつでも職員
間で確認ができるようにしている。業務前に
は必ず日誌を確認し、前後の状態把握を各
職員が行っている。

常日頃から利用者の観察を行い、小さな変
化も職員間で申し送りや記録の記載を行っ
ている。ケアの変更も職員間でいくつもアイ
デアを出しながら、その人に会った最善のケ
アができるよう心がけている。

利用者と関わる時間を多く作り、状態観察を
行いながら、本人の思い・意見の汲み取りを
し、小さな変化も職員間で共有し、その中か
ら意見・アイデアを反映した介護計画を作成
している。

利用者との毎日の関わりの中で希望及び意
向の把握に努めている。意思疎通が困難な
利用者であっても、利用者の立場になって、
職員一人の考えにならないように、職員全
体で考えることを基本としている。

グループホーム入居後もその人らしい生活
ができるよう、面談時に昔の生活をご家族
から聞き取るようにしている。

仲の良い利用者同士で会話を楽しめる配置
設置を行っている。また隣のユニットへ行き
来することにより、利用者の良い気分転換
にもなっている。

退所後サービスが終了した後もご家族や転
居先へ経過を伺い、必要に応じ情報の共有
を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

入居の際にグループホームで行える支援の
説明を行い、ご家族に納得していただいて
いる。利用者、ご家族の意向を把握したうえ
で、適切なサービスの提案を行い、重度化し
ないようにしている。

急変時、事故発生時を想定した研修を行
い、マニュアルを参考にしながら対応できる
ようにしている。

毎日の状態観察に努めながら、かかりつけ
医に報告や相談を行っている。利用者の状
態変化時には医師、看護師に相談し、適切
な指示をいただいている。

協力医療機関とは日頃から協力できるよう
な体制を整えている。入院時には利用者が
安心して治療が行えるよう、また早期退院
ができるよう情報共有を密に行っている。

感染症対策のため、地域との交流も難しい
状況であったが、運営推進会議の資料を区
長、民生委員に持っていき、交流を行ってい
る。

かかりつけ医はご家族の希望に応じ、対応
している。利用者が適切な医療を受けること
ができるよう情報共有を行っている。

買い物代行や通院等、希望・要望に対し柔
軟な対応を心がけ、既存のサービスに捉わ
れないように努力している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

毎食の食事チェックを行い、食事摂取量の
把握に努めている。水分摂取量の少ない利
用者に対しては定時の水分提供だけでな
く、こまめな水分補給、好みに合わせた水分
を選び提供している。

男性利用者はこまめな髭剃りを行っている。
着用される衣類を自分で選択できる利用者
は自分で衣類を選択していただき好みに合
わせたおしゃれができるようにしている。

お手伝いができる利用者はテーブル拭き、
お茶くみ、片付けを職員と一緒に行ってい
る。毎回の食事時間が楽しくなるように食事
量や彩りにもこだわりを持って提供してい
る。

それぞれの利用者の意思決定を尊重し、利
用者に問いかけるケアを行っている。意思
疎通が困難な利用者に対しても問いかけな
がら、表情や仕草から気持ちを汲み取る努
力をしている。

1日の日課は大体決まっている。しかし利用
者の生活歴を把握し、利用者の意向、希望
に沿った生活ができるように支援している。

年2回、消防訓練を行っており、職員・利用
者ともに参加し、避難できるようにしている。

性格の違う利用者それぞれに合わせた寄り
添った言葉かけや対応に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

個人ファイルに薬剤情報書を綴り、職員全
員で共有できるようにしている。薬のセット、
与薬時には職員2名でダブルチェックを行っ
ている。また利用者の名前と日付を読み上
げることにより確実に内服できるようにして
いる。

毎日掃除の手伝いをされる利用者もおら
れ、利用者のADL に合わせた役割、家事を
されている。利用者個々の趣味や好きなも
のを日々の観察の中から、楽しみのある生
活を送って頂けるように支援している。

入浴を楽しむことができるように、入浴剤の
使用や冬至にはゆず湯にするなど工夫した
入浴支援を行っている。拒否の見られた利
用者には時間や日にちをずらして入浴を
行っている。

基本的に日中はリビングで過ごされている
が、これまでの利用者の生活状況を考えた
休息支援を行っている。安心して過ごせる
居室環境作りに努めている。

排泄チェック表を用いて、利用者個々の排
泄パターンの把握に努め、それぞれの利用
者に合った時間での声かけ、誘導を行って
いる。日中は全利用者がトイレでの排泄を
基本としている。

体操により身体を動かしたり、腹部マッサー
ジ、水分補給により、便秘予防に努めてい
る。乳製品、繊維の入った食事を取り入れる
ことにより排便を促している。

毎食後、口腔ケアを行っている。口腔ケアが
十分できない利用者に対しては職員が付き
添い、声かけ、必要時には介助している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

トイレや浴室、居室には名前の表記を行い、
利用者のADLに合わせた対応を行ってい
る。場所を理解されている利用者も多く、職
員の案内や誘導なしに自立した生活を送ら
れている。

テーブルにおける利用者の座席はほぼ決
まっており、気の合う仲間で過ごせるよう配
慮をしている。ソファーも設置していて利用
者がゆっくり過ごされたいときには、ソファー
でくつろがれている。

実際に家庭で使用されていたタンスや布団
等を持参され、本人が安らぐことができる環
境作りに努めている。ご家族の写真も飾っ
て、昔を懐かしんでいる利用者もおられる。

ご家族から電話がかかってきた際には、で
きる限り利用者と話すことができるようにし
ている。自ら電話の要望ができない利用者
には職員から電話の提案を行っている。毎
年の年賀状も楽しみにされている利用者も
おられる。

お正月やクリスマス会、敬老会など季節に
応じた行事を行っている。敬老会で職員に
よる「ひょっとこ」で大盛り上がりであった。
共有スペースには利用者と職員で作成した
壁紙を飾っている。

コロナ禍の状況で、感染症対策をしながら
道の駅へのドライブやコスモス見学を行うこ
とができた。

現金の管理が可能な利用者は利用者個人
で、自己管理が難しい利用者については施
設管理としている。利用者の必要物品につ
いては職員にて買い物代行を行っている。
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